
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践
・授業改善
・家庭学習の徹底

●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を
達成した教師80％以上
○授業作りステップ１・２・３のチェックシートで振り返り、授業
力向上に役立てたと回答する教師９０％以上
○家庭学習の手引きの活用率７０％以上
○学校評価アンケートによる家庭学習の徹底率90％以上。

・「スキルタイム」「もくもくタイム」の充実
・少人数指導・ＴＴによる指導の充実
・授業作りスッテップ１・２・３の活用
・家庭学習の手引きの周知
・生活チェック表を用いた家庭学習の振り返り Ｃ

・家庭学習の手引きの活用率は、10月に実施したアンケート調査で肯
定 的に回答した児童が67.8%であった。手引きの活用について、今後
も声かけをしていく必要がある。
・家庭学習の徹底率は、10月に実施したアンケート調査で肯定的に回
答した児童が83.2%、保護者が78.4%であった。目標達成に向けて、児
童への励ましと、保護者への協力要請が必要。

Ｂ

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を達成した
教師は９０．５％。授業作りステップ１・２・３を授業向上に役立てたと回
答した教師は１００％。
・家庭学習の手引きの活用率は７８％で目標達成。家庭学習の徹底
率は８４％で目標は達成できなかった。次年度も、児童への励ましを
続け、保護者への更なる協力要請を行うことが必要。

Ｂ

・外部人材を活用して、さらにＩＣＴの活用を広めた方が良い。
・子どもの理解力の差をなくすように指導してほしい。
・78％という数値から、保護者の協力体制をさらに具体的に記載すべ
きだと思う。その方が、保護者も協力しやすい。
※令和3年度は、学級懇談会で学習の手引きを配布予定。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・学び部

○読解力の育成
 ・自分の考えを書く活動を取り入れた授業
実践
 ・読書の推進

○市販テストで、国語科・算数科の思考力・表現力を問う問題
について、全国平均率を上回る。学力状況調査で、国語科・
算数科の考え方が県正答率を上回る。
○　「自分の考えを相手に分かるように書くことができた。」と
回答した児童80％以上。
○学校評価アンケートで｢本をたくさん読んでいる｣と回答した
児童８０％以上

・情報を探し解釈する力に加え、自分の考えをもち、
人に伝わるように表現する力までを読解力と定義し、
考えを表現する活動を取り入れる。
・ペア活動、グループ活動などの交流活動を取り入
れ、思考力、表現力を育成する。
・読書の推進を図る。

Ｂ

・読解力を育成するための授業研究に取り組み，自分の考え
を表現する活動に取り組んでいる。
・図書の本を50冊以上読んだ児童は，42％だった。引き続
き，読書指導をしていく。
・市販テスト国語・算数の思考力・表現力を問う問題について
全国平均率を上回った児童は，７８％だった。

Ｂ

・学力状況調査では、６年算数・国語は県正答率を上回ったが、４年、
５年算数・国語ともにやや下回った。
・アンケートで｢本をたくさん読んでいる｣と回答した児童は、８３％。
・　「自分の考えを相手に分かるように書くことができた。」と回答した
児童は、８７．６％。
・読解力を育成するための授業研究を各学年部１本ずつ取り組んだ。

Ｂ

・今年度は図書の本を家庭に持ち帰らせることができなかったため、
高学年の利用率が低かった。
・ゲームをする時間が増え、読書の時間が減っていることが心配され
る。
・学校において、本を読む楽しさを伝える工夫をしてほしい。
・家庭の中で読書が広がるよう、学校と保護者が連携し、読書を楽し
む機会を作るべきだ。
・「ノーテレビ・ノーゲームデー」の活用も必要である。

・研究主任
・学び部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をし
た教師８０％以上
○総合的な学習の時間や、学校行事が「楽しい」と回
答した児童８０％以上。
○体験活動の積極的な導入に努めたと回答する教師
８０％以上。

.・「特別の教科 道徳」の研修を深め、教科書や教材
の活用方法を工夫し、日頃の授業研究に努める。
・授業や行事の中に発信する場面を計画し、異学年
や地域との交流機会として設定する。
・総合的な学習の時間において、児童の興味・関心を
生かしながら、探究活動において体験学習をより多く
取り入れていく。

Ａ

・佐賀県版人権教材についてなど、研修を行ったり、情報の共有や周
知を行っている。
・「生活科や総合的な学習の時間などの体験的な学習は楽しい。」と
回答した児童は93.6%であった。今後も、もちつきや味噌づくりなどの
活動を安全面や衛生面に配慮を十分に行いながら実施していく予定
である。
・異学年間の交流として、2学年ごとに交流を行う「全校遊び」の計画
を行っている。

Ａ

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした教師
は８２．３％で目標を上回った。佐賀県版人権教材について
の研修や情報の周知を行い、活用を図った。
・総合的な学習の時間や、学校行事が「楽しい」と回答した児
童は９６．７％で目標を大きく上回った。
・体験活動の積極的な導入に努めたと回答した教師は８７．
５％で目標を上回った。餅つきなどの学校行事や体験活動を
安全に配慮しながら可能な限り実施し、学習への理解を深め
た。

Ａ

・読書の推進を図ることで、心の安定にもつながる。
・芸術鑑賞等も心の安定につながるので引き続き機会を設けてほし
い。
・心の教育は、学校教育だけでは限界がある。地域や花ｔ例の協力が
必要。 ・道徳主任

・心つくり部

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○「学校が楽しい」と答える児童９０％以上。
○「困ったことや悩みがあったときは話せる相手がい
る」と回答する児童８０％以上。
○QU結果を学級経営に役立てていると回答する教師
８０％以上

・生活アンケート結果や生徒指導、教育相談連絡会
の情報を共有
・気になる児童への支援体制を備える。
・QU結果の活用 Ｂ

・学校生活アンケートの「学校での生活はは楽しいですか」という質問
に７．８％があてはまらないに回答している。生活アンケートで気にな
る児童について心つくり部で把握し、情報発信をする。
・同学年(可能であれば同じ階)の職員も同席しケース会議の機会を設
けるなどし、不登校児への支援体制を確認する。
・ＱＵテストの分析時間をとり、3学期及び来年度にいかす。

Ａ

・学校生活アンケートの「学校での生活はは楽しいですか」という質問
に９３．５％、「困ったことや悩みがあったときは話せる相手がいる」と
いう質問に８４．４％があてはまると回答。
・９４．４％の教職員が、QU結果を学級経営に役立てていると回答。今
年度は、ＱＵテストについての研修を行うことができなかったが、各担
任が学級の実態に応じて対応することができた。

Ａ

・鳥栖市では、「いじめ見落とし０（ゼロ）」として、いじめの可能性が感
じられる事案は、徹底して身と落とさないようとしていると思う。
・相手への伝え方が問題ではないか。社会性を身に付けている段階
なので、関わり方を学ばせなければならない。
・命の尊さを学ばせなければならない。

・生徒指導主任
・心つくり部

○特別支援教育の充実 ○特別支援学級在籍児童、通級指導教室利用児童、
診断を有する児童について、個別の支援計画・指導
計画の作成100％。

・個別の支援計画・指導計画の作成・実施・評価・引
継ぎのスケジュールを示す。
・個別の支援計画・指導計画の保管場所を定め、共
有する。

Ａ
・個別の支援計画と、個別の指導計画の前期分の評価と変容・後期
分の目標と手立てについて、スケジュール通りに作成し全職員共通理
解の下保管、活用している。後期の計画、手立てに沿って実践をして
いるところである。年度末、進学進級に向けて活用、引き継ぎのスケ
ジュールを示せるよう準備中である。

Ａ
・個別の支援計画と指導計画の後期分の実践、評価、課題や次年度
への引き継ぎ事項など記入のスケジュールを職員に示し、進めること
ができた。作成は100％。
・特別支援学級児童は、保護者面談時に支援計画・指導計画を見せ
ながら話し合い、確認をすることができた。

Ａ
・充実した丁寧な指導を行ってもらっている。ＰＴＡでも力になれること
がないか検討してもらいたい。

・特別支援教育コーディ
ネーター
・心つくり部

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした児童８０％以上。

・長期的な目標として、「将来の夢」や「めざす人間像」
を考えさせる教育活動を仕組む。
・年間や学期ごとのめあてを意識させ、振り返ったり,
長期目標に繋げたりする。
・各種体験活動では、児童生徒に活動の見通しと学
びの振り返りを行う活動を仕組む。

Ｂ

・「将来の夢や目標を持っている」と回答した児童が約83％い
る。
・学期の始めに、年間や学期の学習や生活面のめあてを決
めさせ、達成できるよう各自取り組ませている。
・各教科で毎時間振り返りをさせ、次の学習への意欲を高め
ている。

Ａ

・「将来の夢や目標を持っている」と回答した児童が86％と前回よりも
少し増え、持っていない児童が減った。
・学期の始めに、年間や学期の学習や生活面のめあてを決めさせ、
達成できるよう各自取り組ませた。
・各教科で毎時間振り返りをさせ、次の学習への意欲を高めた。
・コロナで体験活動があまりできなかったが、限られた中で目標が達
成できた。

Ｂ

・身近な方々の職業紹介、発表の場をもっと設けて、夢のきっかけで
ある「あこがれ」の場面を増やしてはどうか。

・心つくり部

●「運動習慣の改善や定着化」 ●アンケートで、「体育や運動が楽しい」
と答える児童が全学年９０％以上。

・体育の授業例や学習カード、がんばりカードなどを紹
介し、それを活用した授業を行う。
・昼休み等の外遊びや体育館での遊びを勧め、担任
も1週間に1度は一緒に遊ぶように努力する。
・体育委員会や運営委員会で学校の児童みんなで遊
ぶ時間を設定する。

Ｂ

・アンケートで「体育や運動が楽しい」と答えた児童が、４つの学年で９
０％を超えていたが、２つの学年が８９％台であった。ただ、２学期の
後半には、体育委員会の「基里っ子スポーツ大会」や運営委員会での
「全校遊び」を行うので、体を動かす機会が増え、楽しいと思える児童
が増えるようにしたい。昼休みに児童と共に外あそびをしている担任
が半数以上いるので、これからも遊ぶように働きかける。

Ｂ

・アンケートで「体育や運動が楽しい」と答えた児童が、５つの
学年で９０％を超えたが、１つの学年が達成できなかった。し
かし、その学年も８９・８％であり、全校でも９５．５％だった
上、全学年が、１回目よりも「よくあてはまる」と答えた児童が
多くなっていることから、運動に親しむように変容したと考えら
れる。

Ｂ

・誰もが楽しめるような工夫が必要である。
・外遊びの内容が昔と現在では変わってきていると思う。学校での休
み時間の活用がどのようにされているのか、知りたい。 ・体育主任

・体つくり部

●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●「給食を残さず食べる」と回答する児
童95％以上。

・食育に関する授業を通して、食の大切さに触れる機
会を作る。
・給食週間等で、給食のよさを伝えたり、残食調べをし
たりして、給食を残さず食べる意識を高める。 Ｂ

・まだ、残食をしている学年がある。
・委員会の児童とともに、放送で残食をなくすよう声かけをす
る。
・残食チェックで残食０（ゼロ）にする意識をもたせる。
・食育を実践するよう、担任への呼びかけを引き続き行う。

Ａ

・アンケートで「給食は、残さず食べている」と答えた児童の全校平均
が９５％を越えていた。
・委員会の児童と共に、残食をなくすよう声掛けを続けている。
・学年別で見ると、３つの学年が９５％を越えていなかったので、来年
度は全学年が９５％を越えるよう、引き続き声掛けを行いたい。

Ａ

・田植えやお茶摘み体験を通して、食に触れる活動を多く取り入れて
いると思う。
・昨年度は、地域の方と児童が一緒に給食を食べる機会があり、とて
もよかった。こういう活動はとても大切である。

・給食主任
・体つくり部

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
・働き方改革にむけた意識改革が高まったと回
答する教職員80％

・教職員一人一人の意識改革
・定時退勤日実施の徹底
・休暇を取得しやすい職場環境づくり Ｃ

・「働き方改革の意識を高め、実践に勤めることが出来
ている」と学校評価アンケートに回答した教職員55％。
・業務改善できることを積極的に出し合い、実践につな
げていく。互いに声を掛け合い、習慣化していくことを目
指す。

Ｂ
・左記のアンケートについて、肯定的に回答した教職員64％。
・衛生委員会を通して、問題点や改善方法を話し合い、実践できること
を一つ一つ行ってきた。時間外勤務時間の削減に向けて教職員の意
識は高まってきている。次年度に向けて、学校行事の見直しなど、更
なる業務の効率化を図りたい。

Ｂ
・働き方改革がなぜ必要なのかということを保護者、地域に周知しても
らう必要がある。
・ＰＴＡ役員等による先生方のお手伝いがあれば、何か働き方改革に
つながるのではないかと思う。

・管理職

○コミュニティ・スクールの活用による業
務の効率化

○外部人材の活用で、教職員の働き方改革を実
感した教職員80％以上

・学校行事等の積極的な協力依頼（お茶摘み体
験、運動会、交通安全教室、生活科・総合的な
学習等の学習支援）
・｢基里っ子見守り隊｣による登下校の安全確保 Ｂ

・「外部人材活動の活用で、教職員の働き方改革を実感して
いる」と回答した教職員は64％。
・今年は、感染症予防のため、外部人材の活用が十分に行
えていない現状ではあるが、登下校の見守りや除草作業等
については、業務の効率化につながっている。

Ｂ

・「外部人材活動の活用で、教職員の働き方改革を実感して
いる」と回答した教職員は55％。
・後期も引き続き新型コロナウイルス感染症拡大のため、外
部人材の活用を十分行うことができなかった。このような状況
の中でどう工夫して行っていくかが課題である。

Ｂ

・コロナウイルス感染症対策をしながら、できることを継続して行うこと
が必要である。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業
公開各学年1回以上
★保護者等に対する教科「日本語」に係る情報
を年間２回以上公開した学級率１００％以上

・授業参観で教科「日本語」の授業公開をする。
・学年便り、学級便り等で教科「日本語」の授業
で学習した内容を知らせる。 Ｃ

・現在１学年で授業公開をしている。
・教科「日本語」に係わる情報を、学年・学級便りでお知らせ
するように呼びかけを続け、100％を目指していく。 Ｂ

・授業参観が中止になり、今年度の授業公開は１学年に留まってし
まった。
・学校評価アンケートで「教科「日本語」の授業で学習した内容を知ら
せている」と回答した教師が前回の５８％から８１％に上がった。残り
の期間で１００％になるように、引き続き声掛けをしていく。

Ｂ
・保護者の認知度が気になる。教科「日本語」の教科書を、家庭での
「本読み」につなげてはどうか。

・日本語コーディネーター

○小中一貫教育の充実

○児童生徒の心の充実 ○「小中合同の研究会を行うことで、児童生徒の理解
が深まった」と回答する教師８０％以上
○各研修会後のアンケートで、指導に役立ったと回答
した教師８０％
○「小中特別支援教育担当者の連携が、児童生徒の
心の充実につながった」と回答した教師80％以上。

・小中合同研究会の開催
・研修会の実施（人権同和教育、特別支援教育、教育
相談）
・小中特別支援教育担当者による情報交換会の開催
や、スムーズな移行支援のためのコーディネーターの
連携

Ｂ

・「小中合同研究会で児童生徒の理解が深まった」と回答する教師は
７３％で、今後も児童生徒の理解について共通理解を図っていく。
・「人権・同和教育」研修が指導に役立ったと回答した教師は８０％を
超えていた。
・「特別支援担当の連携が、児童生徒の理解を深めることにつながり、
心の充実につながった」と回答した教師が８０％を超えていた。

Ａ

・小中一貫教育の具体的実践に取り組んだ教師が77.7％で、前回より
上回っている。
・中学校の先生と移行支援について話す機会が多かったため、児童
理解を深めることができた。
・中学校の先生が小学校を参観したり、小学校の児童が中学校を見
学したり、教室環境を参観したりと、移行支援を意識した連携を取るこ
とができた。

Ａ

・小中学校が情報を共有し、交流できていることは、とても有り難い。
児童生徒の心の安定にもつながっている。ただ、22.3％の教師が、具
体的実践に取り組めなかった理由を明らかにし、改善策を考えてほし
い。 ・教務主任

○小中一貫教育の充実

○児童生徒の学びの充実 ○｢校内研究に積極的に取り組んだ」と回答した
教師８０％以上
○保護者による学校評価アンケートで｢小中一貫
教育に取り組んでいることを知っている」の回答
を、昨年度より１０％上げる。

・高学年は中学校との交流活動を年間１本ず
つ、乗り入れ授業を各学年年間１本以上行う。
・授業の約束や家庭学習の手引き等を小中で共
通実践し、授業規律の徹底と授業改善を行う。 Ａ

・交流活動・乗り入れ活動共に年間計画通りに行っている。
「小中一貫教育に取り組んでいることを知っている」と回答し
た保護者は85％だった。
・学習の手引きを全校朝会にて紹介し、活用を図った。学習
規律が身についている。

Ａ

・｢校内研究に積極的に取り組んだ」と回答した教師は、７
７％。
・「小中一貫教育に取り組んでいることを知っている」と回答し
た保護者は９０％。
・交流活動・乗り入れ活動は年間計画通りに行うことができ
た。

Ａ

・上記と同様に、校内研究に積極的に取り組めなかった理由を明らか
にし、改善を図ってほしい。そのことが、働き方改革を推進するヒント
になるのではないか。 ・研究主任、副主任

●･･･県共通　★･･･鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 鳥栖市立基里小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研究を軸にした授業力改善を行い、児童の更なる学力向上をめざす。
・ＰＴＡや学校運営協議会との連携を図り、業務改善・教職員の働き方改革をさらに推進する。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

○｢小中一貫教育の具体的実践に取り組んでいる｣という実感を教職員が十分感じるところまでは至っていなかった。

○主体的学習習慣の育成をめざして取り組んできた｢家庭学習の定着｣に成果が現れてきている。今後は、家庭学習と授業とのつながりを意識した授業改善にも取り組む必要がある。

２　学校教育目標
｢誇りと生きる力を身に付け、心身ともに豊かな基里っ子｣の育成

　　　～　みんなにとって気持ちのよい学校にしよう　～

３　本年度の重点目標
①小中合同の授業研究等を推進し、校務分掌を含めた情報交換を継続的に行うことにより、小中一貫教育の更なる充実を図る。

②だれもが分かる喜びを味わえる授業改善に努めるとともに、家庭と連携し、学習の定着を図る。


